
金
沢
大
学
医
学
部
泌
尿

器
科
学
教
室
は
、1

9
5
5

年
初
代
故
黒
田
恭
一
教

授(1955-1981

年)

に
よ

り
設
立
さ
れ
、
黒
田
教

授
に
学
ん
だ
泌
尿
器
科

医
が
北
陸
三
県
の
主
要

病
院
で
の
泌
尿
器
科
診

療
の
礎
を
築
き
ま
し
た
。

続
い
て
二
代
目
久
住
治

男
教
授(

1
9
8
2
-
1
9
9
3

年)

の
も
と
、
臨
床
、
研
究

両
面
で
さ
ら
な
る
発
展

を
と
げ
た
後
、1995

年11

月
に
三
代
目
並
木
幹
夫

教
授
が
就
任
し
ま
し
た
。

並
木
教
授
に
な
り
、
診

療
・
研
究
・
教
育
と
い

う
大
学
病
院
の
三
任
務

す
べ
て
に
お
い
て
、
一

段
と
高
い
目
標
が
か
か

げ
ら
れ
、
教
授
か
ら
研

修
医
ま
で
一
体
と
な
っ

て
、
日
夜
研
鑽
を
積
ん

で
参
り
ま
し
た
。2

0
1
6

年
三
月
を
も
っ
て
並
木

幹
夫
教
授
が
退
職
さ
れ

ま
し
た
が
、
新
体
制
に

移
行
し
て
も
さ
ら
な
る

進
化
を
す
べ
く
医
局
員

一
丸
と
な
っ
て
努
力
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
関

連
病
院
は
北
陸
三
県
の

主
要
病
院
を
中
心
に
約

四
十
病
院
を
数
え
、
約

二
百
名
の
同
窓
会
員
を

擁

し
て
い

ま
す

。

診
療
面
で
は
、
北
陸
の

基
幹
病
院
と
し
て
、
常

に
最
新
最
善
の
医
療
が

行
な
え
る
よ
う
、
設
備

面
の
充
実
・
専
門
ス
タ
ッ

フ

の

育

成

が

な

さ

れ

て
い
ま
す
。

具

体

的

に

は

、

腹

腔

鏡

手

術

な

ど

最

小

侵

襲

手

術

や

前

立

腺

癌

に

対

す

る

ロ

ボ

ッ

ト

補

助

下

前

立

腺

全

摘

除
術
な
どQ

O
L

に
配
慮

し

た

手

術

を

積

極

的

に
導
入
す
る
一
方
、
放

射
線
治
療
、
化
学
療
法
、

ホ
ル
モ
ン
療
法
な
ど
に

よ
る
集
学
的
治
療
で
癌

の
根
治
を
目
指
し
て
い

ま
す
。2

0
1
4

年
度
に
は

ダ
ヴ
ィ
ン
チ
手
術
見
学

施
設
と
し
て
認
定
さ
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
生
殖

医
療(

男
性
不
妊
症
・
勃

起
障
害
な
ど)

、
排
尿
管

理(

排
尿
障
害
・
尿
失
禁

な
ど)

、
骨
盤
臓
器
脱
や

腎
移
植
な
ど
も
研
鑽
を

積
ん
だ
専
門
ス
タ
ッ
フ

に
よ
り
充
実
し
た

医
療
を
提
供
し

て
い
ま
す
。

研
究
面
で

は

、

世

界

に

発

信
で
き

る
質
の

高

い

、

か

つ

臨

床
応
用
を

視
野
に
入
れ

た
研
究
を
推

進
し
て
お
り
、
多

く
の
原
著
論
文
や
学
会

発
表
な
ど
多
数
の
医
局

員
が
全
国
的
に
活
躍
し

て
い
ま
す
。
泌
尿
器
科

腫
瘍
学
、
男
性
不
妊
、

感
染
症
な
ど
多
岐
に
わ

た
っ
た
基
礎
研
究
を
継

続
し
て
い
る
ほ
か
、
臨

床
研
究
に
お
い
て
も
当

教
室
が
中
心
と
な
り
、

様
々
な
多
施
設
共
同
研

究
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
海
外
か
ら
の
留

学
生
も
積
極
的
に
受
け

入
れ
て
お
り
現
在
も
２

名
の
留
学
生
が
研
究
に

勤
し
ん
で
い
ま
す
。

そ
し
て
、
我
々
が
力

を
入
れ
て
い
る
教
育
面

で
は
、
大
学
院
４
年
間

を
含
む
卒
後
十
年
で
泌

尿
器
科
指
導
医
に
ふ
さ

わ
し
い
臨
床
力
・
人
間

性
を
有
す
る
泌
尿
器
科

医
に
な
れ
る
よ
う
、

大
学
病
院
・

関
連
病
院

が
一
体
と

な

っ

て

教
育
が

な
さ
れ

て
い
ま

す
。
毎

年

三

、

四
名
の
後

期
研
修
医

が
当
教
室
に

入
局
し
て
お
り
、

忙
し
い
な
が
ら
も
穏
や

か
な
温
か
い
雰
囲
気
の

中
で
研
修
に
励
ん
で
い

ま
す
。
女
性
医
師
に
関

し
て
も
若
手
を
中
心
に

複
数
の
女
性
医
師

が
当
医
局
に
所

属

し

て

大

学
病
院
と

関

連

病

院
で
活

躍
し
て

い
ま
す。

新
規

入
局
さ

れ
た
先

生
方
は

具

体

的

に
は
一
年

程
度
大
学
で

臨
床
の
基
本
や

リ
サ
ー
チ
マ
イ
ン
ド

を
身
に
付
け
、
そ
の
後

関
連
病
院
で
二
、
三
年

間
泌
尿
器
科
と
し
て
の

診
療
能
力
を
身
に
付
け

た
後
に
大
学
に
お
い
て

臨
床
、
研
究
の
中
心
と

し
て
活
躍
し
て
い
く
形

に
な
り
ま
す
。
自
分
は

二
年
間
関
連
病
院
に
勤

務
し
、
現
在
は
大
学
院

に
入
学
し
て
お
り
ま
す

が
先
輩
達
の
指
導
の
も

と
で
充
実
し
た
日
々
を

過
ご
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
関
連
病
院
で
は
入

局
２
年
目
で
腹
腔
鏡
手

術
を
執
刀
さ
せ
て
い
た

だ
く
な
ど
医
局
と
関
連

病
院
全
体
で
若
手
医
師

の
指
導
を
行
っ
て
い
く

体
制
を
実
感
し
ま
し
た
。

学
生
や
研
修
医
の

皆
さ
ん
に
は
是

非
、
当
教
室

に
見
学
に
来

て
医
局
の

雰
囲
気
を

味
わ
っ
て

い
た
だ
け

る
よ
う
教

室
員
一
同

連
絡
を
お

待
ち
し
て
お

り

ま

す

。

（
門
本

卓

平
成
二
十
三
年
金

沢
大

学
卒

）
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富
山
大
学
大
学
院

医
学

薬
学
研
究
部

腎
泌
尿
器
科
学
講
座

教
授

北
村

寛

富
山
大
学
医
学
部
は
富

山
医
科
薬
科
大
学
と
し

て
設
立
さ
れ
、
今
年
で

四
十
周
年
を
迎
え
ま
し

た
。
医
学
部
お
よ
び
附

属
病
院
が
あ
る
杉
谷
キ
ャ

ン
パ
ス
に
は
、
薬
学
部

や
和
漢
医
薬
学
総
合
研

究
所
が
あ
り
、
こ
れ
ら

の
施
設
・
設
備
を
利
用

し
た
独
創
的
で
ユ
ニ
ー

ク
な
研
究
を
行
う
こ
と

が
で
き
る
土
壌
が
あ
り

ま
す
。
し
か
し
本
学
で

最
も
力
を
入
れ
て
い
る

こ
と
は
医
療
人
育
成
、

す
な
わ
ち
教
育
で
あ
り
、

そ
の
た
め
の
人
的
リ
ソ
ー

ス
の
確
保
や
設
備
の
充

実
に
日
々
努
め
て
い
る

点
を
強
調
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

腎
泌
尿
器
科
学
講
座

に
は2

0
1
5

年
十
一
月
に

小
生
が
着
任
し
て
以
降
、

が
ん
診
療
と
低
侵
襲
手

術
（
腹
腔
鏡
手
術
、
内

視
鏡
手
術
）
に
ま
す
ま

す
精
力
的
に
取
り
組
ん

で
お
り
、
症
例
数
お
よ

び
手
術
件
数
が
著
明
に

増
加
し
て
い
ま
す
。2016

年
度
に
はd

a
V
i
n
c
i

X
i

が
導
入
と
な
り
、
小
生

か
ら
若
手
医
師
へ
の
指

導
が
予
定
さ
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
メ
ン
ズ
ヘ
ル

ス
、
排
尿
障
害
、
男
性

不
妊
症
、
尿
路
結
石
症
、

腎
移
植
、

女
性
泌
尿

器
科
、
小

児
泌
尿
器

科
な
ど
、

が
ん
以
外

で
も
幅
広

い
分
野
で

最
新
医
療

を
提
供
し

て
い
ま
す
。

富
山
医
療

圏
は
富
山

県
内
だ
け

で
な
く
、

新
潟
県
西

部
や
岐
阜
県
北
部
が
含

ま
れ
ま
す
が
、
杉
谷
キ
ャ

ン
パ
ス
は
北
陸
自
動
車

道
か
ら
近
く
交
通
ア
ク

セ
ス
が
よ
い
た
め
、
多

く
の
患
者
さ
ん
が
紹
介

さ
れ
て
き
ま
す
。
多
く

の
駐
車
台
数
を
有
し
て

整
備
さ
れ
た
病
院
駐
車

場
の
充
実
も
ポ
イ
ン
ト

の
一
つ
で
す
。

主
な
関
連
施
設
は
以

下
の
通
り
で
、
＊
は
専

門
医
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム

参
加
施
設
に
な
り
ま
す
。

専
門
医
研
修
期
間
に
は
、

大
学
と
市
中
病
院
を
バ

ラ
ン
ス
良
く
ロ
ー
テ
ー

ト
し
て
総
合
力
を
つ
け
、

専
門
医
資
格
を
取
得
し

て
い
た
だ
き
ま
す
。

富
山
県

＊
済
生
会
富
山
病
院

＊
黒
部
市
民
病
院

＊
高
岡
市
民
病
院

＊
市
立
砺
波
総
合
病
院

射
水
市
民
病
院

か
み
い
ち
総
合
病
院

あ
さ
ひ
総
合
病
院

JCHO

高
岡
ふ
し
き
病
院

長
谷
川
病
院
（
富
山
市
）

八
尾
総
合
病
院

富
山
協
立
病
院

ア
ル
ペ
ン
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
病
院
（
富
山
市
）

藤
木
病
院
（
立
山
町
）

真
生
会
富
山
病
院

新
潟
県

＊
上
越
総
合
病
院

＊
新
潟
労
災
病
院

糸
魚
川
総
合
病
院

岐
阜
県

飛
騨
市
民
病
院

＊
久

美
愛

厚
生

病
院

（
高
山
市
）

当
講
座
で
は
、
医
局

員
が
泌
尿
器
科
専
門
医

を
取
得
後
の
さ
ら
な
る

得
意
領
域
の
教
育
に
も

力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

サ
ブ
ス
ペ
シ
ャ
リ
テ
ィ

は
強
制
さ
れ
る
も
の
で

は
な
く
、
個
人
の
興
味

や
希
望
を
重
視
し
て
決

定
し
ま
す
。
複
数
の
サ

ブ
ス
ペ
シ
ャ
リ
テ
ィ
を

有
す
る
医
局
員
も
少
な

く
あ
り
ま
せ
ん
。
各
領

域
の

認
定

医
や
学

位

（
医
学
博
士
）
を
取
得

し
て
い
た
だ
き
、
臨
床

的
に
も
学
問
的
に
も
優

れ
た
泌
尿
器
科
医
を
養

成
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
富
山
大

学
腎
泌
尿
器
科
で
は
、

富
山
医
療
圏
の
泌
尿
器

疾
患
患
者
さ
ん
に
最
新
・

最
良
の
医
療
を
提
供
す

る
こ
と
を
使
命
と
考
え
、

日
々
研
鑽
を
積
ん
で
い

ま
す
。
私
達
と
一
緒
に
、

臨
床
、
研
究
と
も
に
適

し
た
環
境
で
働
い
て
い

た
だ
け
る
先
生
を
い
つ

で
も
歓
迎
致
し
ま
す
。

私
達
のWEB

サ
イ
ト
（htt

p://www.med.u-toyama
.

ac.jp/uro/index.html

）

も
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

泌
尿
器
科
で
汎
用
す
る

手
術
室
。

腹
腔
鏡
手
術

時
は
複
数
の
モ
ニ
タ
に

よ
り
、
術
者
も
助
手
も

最
適
な
ポ
ジ
シ
ョ
ン
で

手
術
映
像
を
見
る
こ
と

が
で
き
る
。

3
D

映
像
に

よ
る
腹
腔
鏡
手
術
も
行
っ

て
お
り
、
ロ
ボ
ッ
ト
手

術
も
開
始
す
る
。

大
学
病
院
よ
り
ヘ
リ
ポ
ー

ト
を
撮
影
し
た
写
真
。

遠
く
に
見
え
る
富
山
湾

の
景
色
が
美
し
い
。
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1
9
8
3

年
四
月
、
福
井
医

科
大
学
に
泌
尿
器
科
学

講
座
が
開
設
さ
れ
、
河

田
幸
道
初
代
教
授
が
着

任
、1

9
8
8

年
二
月
か
ら

は
岡
田
謙
一
郎
（
現
名

誉
教
授
）
が
第
二
代
の

主
任
教
授
と
な
り
、2002

年
五
月
か
ら
は
横
山
修

が
第
三
代
の
主
任
教
授

と
し
て
赴
任
し
、2

0
0
3

年
十
月
の
大
学
統
合
に

伴
い
福
井
大
学
医
学
部

器
官
制
御
医
学
泌
尿
器

科
学
講
座
と
し
て
新
た

に
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

福
井
大
学
医
学
部
は
、

福
井
県
永
平
寺
町
に
あ

り
ま
す
。
そ
う
、
日
本

曹
洞
宗
の
大
本
山
で
あ

り
、
国
内
外
で
も
知
名

度
の
高
い
永
平
寺
の
あ

る
町
に
あ
り
ま
す
。
現

在
、
町
、
県
、
永
平
寺

が
協
力
連
携
し
て
「
永

平
寺
門
前
の
再
構
築
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
が
進
ん

で
い
ま
す
。
東
尋
坊
、

恐
竜
博
物
館
、
ス
キ
ー

場
な
ど
の
観
光
地
も
比

較
的
近
く
に
存
在
し
ま

す
。
ま
た
食
文
化
と
し

て
は
、
越
前
が
に
を
は

じ
め
と
し
た
海
の
幸
、

お
米
（
コ
シ
ヒ
カ
リ
は

福
井
の
生
ま
れ
で
す
）
、

越
前
お
ろ
し
そ
ば
な
ど

が
あ
り
ま
す
。

福
井
大
学
は
福
井
県
下

の
前
立
腺
が
ん
検
診
を

開
始
し
、
多
く
の
早
期

前
立
腺
が
ん
が
発
見
さ

れ
少
な
か
ら
ず
地
域
医

療
に
貢
献
で
き
て
い
る

の
で
は
な
い

か
と
自
負
い

た
し
て
お
り

ま
す
。

前
立
腺
癌
の

治
療
に
つ
い

て
は
北
陸
初

の
小
線
源
治

療
（
ブ
ラ
キ

テ
ラ
ピ
ー
）

を
早
く
か
ら

導
入
し
、
こ

れ
ま
で2

70

例
を
超
え
る

治
療
経
験
を

有
し
て
い
ま

す
。201
3

年

に
は
ロ
ボ
ッ

ト
手
術
（
ダ
・

ヴ
ィ
ン
チ
）

が
福
井
県
で

初
め
て
導
入

さ
れ
、
ダ
・

ヴ
ィ
ン
チ
に

よ
る
前
立
腺

全
摘
術
を
百

例
以
上
行
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
前
立
腺
癌
専

門
外
来
で
は
、
同
一
日

に
各
治
療
の
担
当
医
よ

り
そ
れ
ぞ
れ
の
治
療
法

に
つ
い
て
詳
し
く
聞
く

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

い
、
患
者
さ
ん
が
治
療

選
択
を
す
る
際
に
必
要

な
情
報
提
供
が
で
き
る

よ
う
に
十
分
配
慮
し
て

い
ま
す
。

尿
失
禁
を
含
め
た
排
尿

障
害
の
治
療
で
は
北
陸

一
の
経
験
を
有
し
、
神

経
因
性
膀
胱
に
対
し
て

は
腸
管
利
用
膀
胱
拡
大

術
を
行
っ
て
い
ま
す
。

前
立
腺
肥
大
症
に
対
し

て
は
経
尿
道
的
手
術
法

と
し
て
レ
ー
ザ
ー
を
用

い
た
新
技
術
（H
o
L
E
P

）

を
採
用
し
て
い
ま
す
。

尿
失
禁
、
膀
胱
瘤
、
子

宮
脱
に
対
し
、
福
井
県

で
は
い
ち
早
く
メ
ッ
シ
ュ

を
用

い
た
手

術
（TOT

やTVM

）

を
取
り
入
れ
、

子
宮
を
摘
出
す

る
こ
と
な
く
機

能
温
存
を
目
指

し
て
い
ま
す
。

腎
尿
管
結
石
に

対
し
体
外
衝
撃

破
砕
装
置
の
新

機

種
が
導
入

さ
れ
、
ま
た
レ
ー

ザ
ー
を
用
い
た

破
砕
も
行
っ
て

い
ま
す
。

以
上
の
よ
う
に
多
く
の

手
術
に
取
り
組
ん
で
お

り
、
昨
年
の
手
術
件
数

は
北
陸
内
で
最
多
と
な

り
ま
し
た
。

ま
た
、
基

礎
研
究
面

で
も
他
の

大
学
に
は

な
い
発
想

の
も
と
、

頻
尿
・
尿

失
禁
と
い
っ

た
排
尿
障

害
の
遺
伝

子
レ
ベ
ル

で
の
機
序

解
明
と
治

療
を
目
指

し
、
実
験

を
行
っ
て

お
り
ま
す
。

特
に
脳
血

管
障
害
や
前
立
腺
肥
大

症
に
起
因
す
る
排
尿
障

害
の
研
究
で
は
最
先
端

の
域
に
あ
る
と
自
負
し

て
お
り
ま
す
。
さ
ら
に

尿
路
が
ん
の
基
礎
研
究

も
先
代
の
岡
田
教
授
か

ら
引
き
継
ぎ
、
基
礎
医

学
講
座
と
協
力
し
な
が

ら
活
発
に
行
っ
て
お
り

ま
す
。
臨
床
疫
学
面
で

も
、J

A

厚
生
連
と
協
力

し
な
が
ら
毎
年
３
万
人

の
健
診
受
診
者
の
排
尿

症
状
に
つ
い
て
縦
断
的

研
究
を
行
っ
て
い
ま
す
。

世
界
に
情
報
を
発
信
し

続
け
る
た
め
に
は
、
是

非
と
も
若
い
力
が
必
要

で
す
。
入
局
希
望
の
方
、

心
か
ら
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。

（
医
局
長

青
木
芳
隆
）

新
入
局
員
か
ら
一
言

二
年
間
の
初
期
臨
床
研

修
が
終
わ
り
、
こ
の
四

月
か
ら
金
沢
大
学
附
属

病
院
泌
尿
器
科
で
働
き

始
め
ま
し
た
。
ク
リ
ニ

カ
ル
ク
ラ
ー
ク
シ
ッ
プ

で
一
か
月
間
研
修
し
て

い
た
こ
と
も
あ
り
、
学

生
時
代
か
ら
泌
尿
器
科

に
は
興
味
は
あ
り
ま
し

た
。
た
だ
学
生
の
間
に

は
専
攻
科
を
決
め
き
れ

ず
、
初
期
臨
床
研
修
中

に
決
め
る
こ
と
に
し
ま

し
た
。
研
修
医
の
二
年

目
に
泌
尿
器
科
で
五
か

月
間
研
修
す
る
な
か
で
、

魅
力
を
再
確
認
し
、
二

年
目
の
秋
に
泌
尿
器
科

に
進
む
こ
と
を
決
め
ま

し
た
。
泌
尿
器
科
は
手

術
が
メ
イ
ン
の
治
療
と

な
り
ま
す
が
、
開
腹
、

腹
腔
鏡
、
内
視
鏡
、
ロ

ボ
ッ
ト
手
術
と
様
々
な

術
式
が
あ
る
こ
と
が
魅

力
的
で
し
た
。
幅
広
い

術
式
が
あ
る
こ
と
で
自

分
に
あ
っ
た
専
門
も
見

つ
け
ら
れ
ま
す
。
研
修

医
中
に
もT

U
R
-
B
t

、
精

巣
手
術
な
ど
を
経
験
で

き
、
若
手
の
う
ち
か
ら

術
者
に
な
れ
る
の
も
良

い
と
こ
ろ
だ
と
思
い
ま

し
た
。
ま
た
、
手
術
以

外
に
も
化
学
療
法
、
放

射
線
治
療
な
ど
の
治
療

法
が
あ
り
、
病
期
に
関

わ
ら
ず
自
分
の
手
で
最

善
の
治
療
が
で
き
る
の

も
魅
力
的
で
す
。
まt

a

男
性
不
妊
、
女
性
泌
尿

器
な
ど
様
々
な
分
野
が

あ
る
の
で
、
誰
も
が
ス

ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
に
な
れ

る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

今
の
一
日

朝
病
院
に
着
い
た
ら
、

ま
ず
担
当
患
者
の
回
診

を
行
い
ま
す
。
診
察
記

事
、
点
滴
、
処
方
、
指

示
を
入
力
し
た
ら
、
手

術
室
に
向
か
い
ま
す
。

手
術
で
はT

U
R
-
B
t

は
執

刀
医
と
し
て
行
い
ま
す
。

他
の
手
術
で
は
助
手
と

し
て
入
り
、
上
級
医
の

手
術
を
見
て
学
び
ま
す
。

手
術
が
な
い
日
は
、
前

立
腺
生
検
や
外
来
で
エ

コ
ー
、
膀
胱
鏡
検
査
な

ど
を
行
い
手
技
を
身
に

つ
け
て
い
ま
す
。
夕
方

に
担
当
患
者
の
回
診
を

行
い
、
夜
は
、
勉
強
や

カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
の
準

備
を
行
い
ま
す
。

泌
尿
器
科
は
実
際
に

触
れ
て
み
て
初
め
て
気

づ
く
魅
力
が
多
い
で
す
。

是
非
一
度
、
教
室
に
見

学
に
来
て
下
さ
い
。

（
神
島
泰
樹

平
成
二

十
六
年
金
沢
大
学
卒
）
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